
LLDPE/PA6の衝撃強度に及ぼす相容化材中の
官能基量の影響
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ポリエチレン(PE)とポリアミド(PA)を積層したフィ
ルムのリサイクルに際し、再容融混練，再ペレット化
を経る場合、主成分中に副成分が分散する海－島構造
などの構造が形成される。再利用のためには、回収し
た積層フィルムが良好な分散構造や優れた性能を示す
ことが望ましい。そこで、回収した積層フィルムのモ
デルとして、LLDPEとポリアミド6(PA6)のブレンドへ
の相容化材の添加の効果について検討した。
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プラスチック関連分野

○効果
・相容化材による分散粒子の微細化
・衝撃強度の向上
・弾性率／衝撃強度バランスの向上

○応用分野
・プラスチックブレンド
・プラスチックリサイクル

衝撃強度

分散状態のSEM写真

弾性率と衝撃強度のバランス

(d) 

(a) (b) (c)

20 μm

PP-g-MA中のMA量：

0

20

40

60

80

100 150 200 250 300 350

弾性率 (MPa)

LLDPE

PP-g-MA
未添加
(LLDPE/PA6)

PP-g-MA
添加

シ
ャ
ル
ピ
ー
衝
撃
強
度

(
kJ
∙m

-
2
)

積層フィルム端材
（LDPE/PA6など）

積層構造ではなく
単なるブレンド

押出機による
溶融混練 副成分が粗大

（低衝撃強度・
低靱性） PA6

PE,PP
相容化材なし

目標；相容化材による
分散粒子の微細化

相容化材

内容物

PA6（バリア性）

接着層
PE（融着性）

熱融着

食品包装用積層フィルム

LLDPE/PA6/PP-g-MA = 83.5/15/1.5 (v/v)ブレンド

参照：LLDPE/PA6 = 85/15 (v/v) 
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・MA量の多い相容化材(PP-g-MA)は
少量でPA6の分散を微細化

はじめに

相構造

・PP-g-MA添加で
衝撃強度は大きく向上

・PP-g-MA添加で
弾性率は維持

・MA量の多いPP-g-MAは
少量で高い効果

・多量添加しても
効果は飽和
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まとめ
・相容化材によりLLDPE/PA6ブレンドの衝撃強度が向上

・相容化材(PP-g-MA)中の官能基量が多いと、特に有効
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